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新型コロナウイルス感染症専門病院 愛知県立愛知病院について
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１　概要
　　新型コロナウイルス感染症に対する医療体制の更なる強化を図るため、岡崎市立愛知病院を「愛知県立愛知病院」として設置・運営する。
岡崎市立愛知病院については廃止し、医療法に基づき、愛知県立愛知病院を開設する。
	病院名
	愛知県立愛知病院

	所在地
	岡崎市欠町栗宿１８番地１

	開設者
	愛知県知事　大村秀章

	開設日
	2020年10月15日（木）

	受入患者
	新型コロナウイルス感染症患者のうち、主に中等症患者及び軽症の高齢者


２　設置の目的
新型コロナウイルス感染症患者のなかでも、中等症患者及び軽症の高齢者の受入れを行うことで、主に重症患者を受入れる大学病院などと役割分担し、大学病院などの負担軽減を図るとともに、新型コロナウイルス感染症に対する医療体制の更なる確保を図る。
３　体制
	　　　　　　　病院名
病床種別
	岡崎市立愛知病院
	愛知県立愛知病院

	一般
（うち緩和）
結核
感染症
	120
（20）
25
6
	100
（0）
0
0



４　今後の予定について
　　　新型コロナウイルス感染症専門病院については、新型コロナウイルス感染症収束後に廃止予定。廃止時期について、現時点では未定であり、今後の新型コロナウイルス感染症患者の動向を考慮して決定する予定。
　　　



（参考）愛知県立愛知病院の病棟構成
最大100床　　※開設当初は50床で運用を開始
	　
	岡崎市立愛知病院
病棟構成
	病床数
	　
	愛知県立愛知病院

	
	
	
	　
	対応患者
	許可病床数

	7階
	病棟（緩和ケア）
	20床
	　
	―
	―

	6階
	病棟（一般）
	50床
	　
	中等症
	36床

	5階
	研修施設
	―
	　
	―
	―

	4階
	病棟（一般）
	50床
	　
	中等症
	30床

	3階
	病棟（結核）
	25床
	　
	中等症
	34床

	1階、2階
	外来・手術室
	―
	　
	―
	―

	別棟
	病棟（感染症）
	6床
	
	―
	―

	計
	151床
	
	計
	100床




